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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
共
通
テ
ス
ト
は
生
徒
の
居

住
地
域
で
受
験
で
き
る
た

め
、 

共
通
テ
ス
ト
の
み
で
合

否
判
定
す
る
共
通
テ

ス
ト
利
用
入
試
を
受

験
す
れ
ば
、
受
験
の

た
め
に
長
距
離
を
移

動
せ
ず
に
す
み
、 

新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染

リ
ス
ク
を
大
幅
に

軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

ま
た
、

交
通
費
や
宿
泊
費

な
ど
、
受
験
に
伴

う
出
費
も
大
幅
に

削
減
で
き
る
の
で
、

今
回
の
措
置
を
決
め

た
。

　
な
お
、 

本
学
の
入

試
（
前
期
・
中
期
）

に
は
出
願
タ
イ
プ
が

２
つ
あ
り
、 

こ
れ
ら

を
併
願
す
る
場
合
の

併
願
料（
５
千
円
）は

免
除
の
対
象
外
と
な

る

上
の
表
参
照
。

ニュースガイド
２面　初開催ＡＷＳロボコンに優勝

／加藤所長３連続で基盤研究

(Ｓ)採択の快挙／乙津さん科

学写真最優秀賞／障がい者の

靴、最優秀賞

３面　館山市とも連携協定／リュウ

グウ誕生過程見えた／区長の

業務軽減アプリ／コロナ禍寄

付金が多数／いすみ市から地

元米／実験動物慰霊祭

４面　本学で科学者育成プログラム

／みねおか夏のＷＳ開く／新

任紹介

　 入学検定料    ●大学入学共通テスト利用入学試験（前期・中期）

出願タイプ 今回措置による検定料 従来の検定料

タイプⅠまたはタイプⅡのどちら

か1つを出願
免除（無料） ← 15,000円

タイプⅠとタイプⅡの両方を出願 5,000円 ← 15,000円＋5,000円

                   ●大学入学共通テスト利用入学試験（後期）

出願タイプ 今回措置による検定料 従来の検定料

タイプの選択はありません 免除（無料） ← 15,000円

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
景
気
へ
の

影
響
は
続
い
て
お
り
、
家
庭

の
経
済
的
負
担
が
増
し
て
い

る
。
今
年
度
は
入
試
改
革
も

伴
い
、
受
験
生
は
心
理
的
な

負
担
も
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
本
学
で
は
、
他
大
学
に
先

駆
け
、
後
期
授
業
か
ら
全
学

科
の
対
面
授
業
を
開
始
。
安

心
・
安
全
な
学
習
環
境
の
整

備
を
進
め
る
な
ど
在
学
生
向

け
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

一
方
で
、
受
験
を
迎
え
る
生

徒
の
た
め
に
、
今
年
度
だ
け

の
特
例
措
置
と
し
て
、
共
通

テ
ス
ト
利
用
の
受
験
に
つ
い

て
、
入
学
検
定
料
の
免
除
で

支
援
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
学
、検
定
料
を
免
除

コ
ロ
ナ
禍
、受
験
生
支
援

　令
和
３
年
度
分

共通テスト
利用入試

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
国
内
外
の
経
済
が
悪
化
す
る
中
、
本
学
は
受
験
生
へ
の
支

援
策
と
し
て
、 

令
和
３
年
度
に
限
り
、
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
学
試
験＜

前
期
・
中
期
・

後
期

詳
細
は
下
表＞

の
検
定
料
（
通
常
１
万
５
千
円
）
を
免
除
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て

本
学
は
、
在
籍
学
生
約
１
万

人
の
希
望
者
と
教
職
員
に
唾

液
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
簡
易
版
）

を
始
め
た
。

　
前
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心

で
授
業
。
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
か
ら
は
一
部
対
面
授
業

を
取
り
入
れ
た
。
９
月
28
日

開
始
の
後
期
授
業
で
は
、
学

生
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
整
え
た

う
え
で
、
全
学
科
で
対
面
授

業
を
再
開
し
た
。

　
し
か
し
、
後
期
は
前
期
よ

り
も
格
段
に
授
業
数
が
増
え

る
た
め
、
い
ち
早
く
学
内
で

の
感
染
拡
大
を
防
ご
う
と
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
導
入
を
決
定
し

た
。
同
時
に
、
学
生
、
教
職

員
の
早
期
治
療
な
ど
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
検
査
費
は
全
て
大
学
が
負

担
す
る
。
検
査
を
し
て
い
な

く
て
も
対
面
授
業
は
受
け
ら

れ
、
学
内
で
の
活
動
は
制
限

さ
れ
な
い
。

　
後
期
授
業
開
始
前
、
す
で

に
集
団
生
活
し
て
い
る
寮
生

約
４
９
２
人
に
同
検
査
が
実

施
さ
れ
た
が
、
10
月
15
日
現

在
、
陽
性
者
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
開
始

学
生
・
教
職
員
　約
１
万
人
に
無
料
で

　
▼
唾
液
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査(

遺
伝
子
検
査)

は
、
次
の

キ
ッ
ト
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
会
社

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
セ
ン
タ
ー
㈱
（
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
が
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
協
力
で
検
査
を
低
価
格
・
高
頻
度
で
提
供
す
る
た
め
設

立
し
た
子
会
社
）
▽
キ
ッ
ト

ウ
イ
ル
ス
不
活
化
キ
ッ
ト

（
唾
液
採
取
）
Ｚ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｎ
社
製
▽
検
査
薬

公
的
医

療
保
険
適
用
対
象
品
　
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
製

願書受付期間 2020年12月22日（火）～2021年1月15日（金）［消印有効］

試験日

2021年1月16日（土）・17日（日）大学入学共通テスト　第1日程

2021年1月30日（土）・31日（日）大学入学共通テスト　第2日程

［本学個別試験なし］

合格発表日 2021年2月10日（水）

▶　 令和3年度大学入学共通テストの成績と出身高等学校もしくは中等教育学校

等の調査書（出願資格を証明する書類）を総合して合否判定。

▶　タイプⅠとタイプⅡの2種類の採点方式

　 　「タイプＩ」と「タイプⅡ」を選択して出願することも、「タイプⅠ」と「タイプ

Ⅱ」の両方を出願することも可能。「タイプⅠ」と「タイプⅡ」の両方を出願する場

合は併願料5,000円が必要。

学部

教科・科目・配点（各科目200点満点に換算）

タイプⅠ：高得点教科採用型
タイプⅡ： 数学・理科

　　　　　加重配点型

工学部・創造工

学部・先進工学

部・情報科学部

高得点3教科3科目を合否判定に採用 

（1科目200点で計600点満点）

数学または理科の高得点科

目×2.0＋その他の高得点2

教科2科目で計800点満点

社会システム

科学部

高得点2教科2科目を合否判定に採用 

（1科目200点で計400点満点）

数学または理科の高得点科

目×2.0＋その他の高得点1

教科 1科目で計600点満点

＜中期＞

願書受付期間 2021年2月4日（木）～2021年2月16日（火）［消印有効］

試験日

2021年1月16日（土）・17日（日）大学入学共通テスト　第1日程

2021年1月30日（土）・31日（日）大学入学共通テスト　第2日程

［本学個別試験なし］

合格発表日 2021年2月22日（月）

▶　 令和3年度大学入学共通テストの成績と出身高等学校もしくは中等教育学校

等の調査書（出願資格を証明する書類）を総合して合否判定。

▶　タイプⅠとタイプⅡの2種類の採点方式

　 　「タイプＩ」と「タイプⅡ」を選択して出願することも、「タイプⅠ」と「タイプⅡ」

学部
教科・科目・配点（各科目200点満点に換算）

タイプⅠ：高得点教科採用型 タイプⅡ：4教科方式

全学部

数学または理科の高得点1科目

＋外国語または国語の高得点1

科目の合計2教科2科目を合否

判定に採用（1科目200点で計

400点満点）

数学・理科・外国語・国語・地理歴

史・公民の6教科から高得点4教科

4科目を合否判定に採用（1科目

200点で計800点満点）

※ 外国語・国語・地理歴史・公

民の組み合わせは不可

＜後期＞

願書受付期間 2021年2月19日（金）～2021年3月4日（木）［消印有効］

試験日

2021年1月16日（土）・17日（日）大学入学共通テスト　第1日程

2021年1月30日（土）・31日（日）大学入学共通テスト　第2日程

［本学個別試験なし］

合格発表日 2021年3月9日（火）

▶　 令和3年度大学入学共通テストの成績と出身高等学校もしくは中等教育学校

等の調査書（出願資格を証明する書類）を総合して合否判定。

学部 教科・科目・配点（各科目200点満点に換算）

工学部・創造工学部・先

進工学部・情報科学部

大学入学共通テストの数学を含む高得点2科目を合否判

定に採用（1科目200点で400点満点）

社会システム科学部
大学入学共通テストの高得点2科目を合否判定に採用

（1科目200点で400点満点）

の両方を出願することも可能。「タイプⅠ」と「タイプⅡ」の両方を出願する場合は併

願料5,000円が必要。

後
期
授
業
の
様
子

先
端
材
料

工
学
科
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

２
で
は
２
教
室
に
分
け
て
実

施
。
座
席
は
半
分
に
間
引
い
て

互
い
違
い
に
座
り
、
マ
ス
ク
と

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
付
け
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行

https://www.it-chiba.ac.jp/

2020
10.15
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ま
だ
肌
寒
さ
が
残
る
４
月

７
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

た
。
大
学
の
講
義
は
全
て
対

面
式
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切

り
替
わ
り
、
本
来
な
ら
こ
の

時
期
、
初
々
し
い
１
年
生
で

溢
れ
か
え
る
新
習
志
野
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
慣
れ
な
い
オ

ン
デ
マ
ン
ド
講
義
の
準
備
に

奔
走
す
る
教
員
と
職
員
し
か

い
な
い
正
に
異
常
事
態
で
あ

っ
た
。
当
時
は
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
も
多
か
っ
た
が
、
講
義
動

画
の
準
備
に
全
力
で
取
り
組

ん
だ
結
果
、
前
期
終
了
後
の

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
嬉
し

い
知
ら
せ
が
い
く
つ
か
届
い

た
。
そ
の
最
た
る
は
、「
講

義
動
画
を
何
度
も
見
返
せ
る

こ
と
」
が
想
像
以
上
に
学
生

か
ら
好
評
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
大
学
の
講
義
は
そ
の
性

質
上
、
抽
象
性
が
高
く
難
解

な
内
容
も
多
い
が
、
動
画
に

よ
る
講
義
で
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
箇
所
を
何
度
も
見
返
す

こ
と
が
で
き
、
授
業
内
容
の

理
解
・
定
着
向
上
に
貢
献
で

き
た
よ
う
だ
。
オ
ン
デ
マ
ン

ド
講
義
の
資
料
作
り
を
頑
張

っ
た
甲
斐
が
あ
り
嬉
し
さ
も

あ
る
一
方
、
授
業
終
了
後
に

質
問
も
来
て
も
ら
っ
て
学
生

と
話
す
時
間
が
好
き
だ
っ
た

筆
者
に
と
っ
て
は
正
直
少
し

物
足
り
な
い
の
が
本
音
で
あ

る
。
来
年
の
春
、
新
入
生
へ

の
対
面
式
講
義
が
再
開
す
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

　
応
用
化
学
科

　
　
　
　
　
　
原
口
　
亮
介

　
厳
し
い
暑
さ
も
落
ち
着

き
、
マ
ス
ク
生
活
が
少
し
快

適
に
な
っ
て
き
た
。

 

思
い
起
こ
せ
ば
、
花
粉
症

に
悩
む
時
期
で
さ
え
、
目
の

痒か
ゆ

み
や
、
鼻
の
ム
ズ
ム
ズ
、

と
ま
ら
な
い
く
し
ゃ
み
に

も
、「
息
苦
し
い
思
い
を
す

る
よ
り
は
マ
シ
…
…
」
と
、

マ
ス
ク
は
し
な
い
派
だ
っ

た
。
今
で
も
、
煩
わ
し
い
気

持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

こ
れ
が
「
普
通
」
の
こ
と
な

の
だ
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か

悔
し
い
。
　
　

　
マ
ス
ク
が
全
く
手
に
入
ら

な
か
っ
た
時
期
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
て
、
最
近
は
、
色
々

な
形
や
素
材
の
マ
ス
ク
が
手

に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

だ
わ
り
の
生
地
で
作
製
し
、

様
々
な
デ
ザ
イ
ン
、
カ
ラ
ー

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
。

肌
に
良
い
と
さ
れ
る
「
マ
ス

ク
」
ま
で
登
場
し
て
い
る
。

　
マ
マ
友
か
ら
の
頂
き
物
の

マ
ス
ク
が
、
思
い
の
ほ
か
可

愛
ら
し
く
、
節
約
も
か
ね
て

布
マ
ス
ク
を
取
り
入
れ
て
み

よ
う
か
な
？
　
な
ん
て
考
え

て
い
た
矢
先
、
洗
濯
好
き
の

旦
那
が
、
息
子
や
自
分
の
下

着
、
愛
犬
用
の
タ
オ
ル
な
ど

と
一
緒
に
私
の
布
マ
ス
ク
を

洗
濯
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ

い
て
し
ま
っ
た
。
素
直
に
口

元
に
当
て
て
よ
い
も
の
か
。

こ
れ
は
迷
う
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
例
年
ど

お
り
金き

ん

木も
く

犀せ
い

の
馥ふ

く

郁い
く

た
る
香

り
が
漂
い
、
銀
杏
が
丸
い
実

を
鈴
な
り
に
実
ら
せ
て
い
ま

す
。
例
年
の
今
頃
は
11
月
の

大
学
祭
に
向
け
た
準
備
で
何

と
な
く
心
浮
か
れ
る
時
期
で

す
が
、
今
年
は
い
つ
も
と
違

い
、
い
く
ぶ
ん
緊
張
感
の
漂

う
秋
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
い
つ
も
と
違

う
」
と
い
う
の
は
新
し
い
こ

と
を
始
め
る
よ
い
き
っ
か
け

で
も
あ
り
ま
す
。Facebook

で
私
と
同
年
代
（
ア
ラ
カ

ン
）
の
Ｎ
先
生
が
ピ
ア
ノ
を

習
い
始
め
た
こ
と
を
知
り
、

私
も
中
学
生
の
頃
に
小
遣
い

を
貯
め
て
手
に
入
れ
た
フ
ォ

ー
ク
ギ
タ
ー
を
引
っ
張
り
出

し
て
、
も
う
一
度
練
習
を
始

め
て
み
ま
し
た
。

　
も
う
40
年
ほ
ど
使
っ
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意

外
な
こ
と
に
ち
ゃ
ん
と
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
で
き
た
の
で
、
弦

を
新
た
に
１
セ
ッ
ト
購
入
し

て
張
り
替
え
。
最
近
は
曲
に

合
わ
せ
て
コ
ー
ド
を
表
示
し

て
く
れ
る
ス
マ
ホ
の
無
料
ア

プ
リ
も
あ
っ
て
、
家
で
の
練

習
に
便
利
で
す
。with 

コ

ロ
ナ
の
新
し
い
日
常
。
不
便

な
こ
と
や
我
慢
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
ピ
ン
チ
は
チ

ャ
ン
ス
！
　
変
化
に
は
し
な

や
か
に
対
応
し
て
、
新
し
い

楽
し
み
を
み
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
監
査
室

　
　
　
　
　
　
小
出
　
範
雄

10月24、25日（土・日）総合型（創造）選抜入学試験、11月３日（火）文化の日(火曜日授業)

　

髙
た

か

橋
は

し　

伊い

久く

磨ま

（
先
端
材
料
工
学
科
　
准
教

授
）

　
学
生
た
ち
は
素
直
で
明
る

く
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
は
親

切
な
方
が
多
い
印
象
で
す
。

今
後
は
研
究
活
動
を
通
し
、

学
生
の
成
長
や
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
趣
味
は
テ
ニ
ス
、
旅
行
。

　

磯
い

そ

野の　

綾
あ

や

（
都
市
環
境
工
学
科
　
助

教
）

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
興
味

の
あ
る
こ
と
を
大
学
で
深
堀

り
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
も
授
業
や
研
究
で

一
緒
に
そ
の
興
味
を
掘
っ
て

い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　
趣
味
は
散
歩
、
旅
行
。

新
任
紹
介

（敬称略）

　
南
房
総
市
大
井
の
「
み
ね

お
か
い
き
い
き
館
」
で
８
月

８
日
、「
み
ね
お
か
夏
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

Ｗ
Ｓ)

」
が

開
か
れ
た
。
同
市
で
産
学
協

働
地
域
活
力
創
造
事
業
を
進

め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
の
加
藤
和
彦
研

究
室
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

学
科
の
中
川
泰
宏
研
究
室
が

協
力
し
た
。

　
竹
害
対
策
と
竹
資
源
の
活

用
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、

竹
で
お
も
ち
ゃ
や
楽
器
を
つ

く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

き
、
現
地
の
加
藤
教
授
、
中

川
助
教
と
と
も
に
、
加
藤
研

の
大
利
太
海
さ
ん(

４
年)

が
リ
モ
ー
ト
で
加
わ
っ
た
。

　
近
隣
地
区
の
親
子
16
人
が

参
加
。
竹
ぽ
っ
く
り
や
竹
灯

り
、
水
鉄
砲
、
ス
リ
ッ
ト
ド

ラ
ム
か
ら
つ
く
り
た
い
も
の

を
選
び
、
ス

タ
ッ
フ
の
指

導
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
作
品
を
製
作
し
た
。

　
一
方
、
リ
モ
ー
ト
参
加
の

大
利
さ
ん
は
、
机
上
に
画
面

で
オ
ン
ラ
イ
ン
雑
談
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
参
加
者
親
子
と

交
流
を
楽
し
む
新
し
い
取
り

組
み
を
行
な
っ
た
。
特
に
幼

稚
園
児
の
受
け
が
よ
く
、
会

話
や
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。

み
ね
お
か
夏
の
Ｗ
Ｓ
開
く

■　

加
藤
研
・
中
川
研
が
南
房
総
市
で

　
千
葉
市
未
来
の
科
学
者
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
「
ロ

ボ
ッ
ト
と
暮
ら
す
未
来
社
会

＆
ロ
ボ
研
究
室
ツ
ア
ー
」
が

10
月
３
日
、
津
田
沼
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
中
高
生

24
人
と
保
護
者
た
ち
が
参
加

し
、
千
葉
工
大
の
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
を
見
て
回
っ
た
。

　
科
学
に
高
い
関
心
を
持
つ

中
高
生
に
対
し
、
千
葉
市
教

育
委
員
会
が
そ
の
能
力
を
伸

ば
す
た
め
に
質
の
高
い
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
の

が
目
的
。
令
和
２
年
度
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
前
期
は
中
止
と
な
っ
て

い
た
。

　
今
回
、
３
密
を
避
け
て
募

集
人
員
を
見
直
し
、
９
月
以

降
、
個
別
講
座
と
し
て
開
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
学

で
開
催
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

今
年
度
初
。
先
川
原
正
浩
・

未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
室
長
が
「
ロ
ボ
ッ
ト

と
暮
ら
す
未
来
社
会
」
と
題

し
て
講
演
し
、
生
徒
た
ち
は

未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の

研
究
室
を
見
て
回
っ
た
。

　
先
川
原
室
長
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
動
作
に
失
敗
し
た
様
子

や
オ
モ
シ
ロ
動
画
を
多
数
披

露
し
、
生
徒
た
ち
を
喜
こ
ば

せ
た
。
本
学
の
災
害
対
応
ロ

ボ
ッ
ト
が
被
災
し
た
現
地
で

活
躍
し
て
い
る
様
子
や
、
未

来
社
会
へ
最
新
の
ロ
ボ
ッ
ト

事
情
を
紹
介
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
「
失
敗
を
克

服
し
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
の

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
素
晴
ら
し
い
ロ
ボ
ッ
ト

が
作
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
」「
近
い
未
来
が
楽

し
み
に
な
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
た
。

　
未
ロ
ボ
研
究
室
ツ
ア
ー
は

３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
出
発
。
王

志
東
教
授
や
菊
池

耕
生
教
授
、
米
田

完
教
授
ら
の
研
究

室
生
た
ち
が
協
力

し
て
案
内
役
と
な

っ
た
。
研
究
室
ご

と
に
各
種
ロ
ボ
ッ

ト
が
並
び
、
生
徒

ら
は
次
々
に
登
場

す
る
学
生
た
ち
の

研
究
に
目
を
輝
か

せ
て
い
た
。

　
実
際
に
操
縦
で

き
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
大
掛
か

り
な
実
験
装
置
も
見
て
回
っ

た
。
生
徒
た
ち
は
「
バ
イ
オ

リ
ン
演
奏
ロ
ボ
ッ
ト
が
す
ご

い
！
　
し
っ
か
り
『
情
熱
大

陸
』
が
弾
け
て
い
た
」「
蝶

ロ
ボ
ッ
ト
の
重
さ
１
㌘
に
驚

い
た
」「
人
を
認
識
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
が
楽
し
か
っ
た
」

と
、
さ
ま
ざ
ま
に
反
応
。

「
今
年
は
現
場
で
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
な
か
っ
た

の
で
、
研
究
室
の
雰
囲
気
を

見
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
の
声

も
。

　
保
護
者
か
ら
は
「
我
が
子

が
数
年
後
、
千
葉
工
大
の
学

生
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
何
か

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
」「
大
学
自

体
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

科
学
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム　
本
学
で

■　

中
高
生
に
ロ
ボ
講
演
・
ツ
ア
ー

研
究
室
ツ
ア
ー
の
様
子

リモートで大利さんと交流する子どもたち

重さわずか１㌘――蝶ロボットを手に、説明を聞く中高生たち
講演会でバイク型知能ロボ「CanguRo」を

説明する先川原室長(壇上左端)


